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【内容要旨】（1,200字以内） 

CM2は C型インフルエンザウイルスの膜タンパク質の一つで、N

末端側より細胞外領域 (1-23位)、膜貫通領域 (24-46位)及び細胞質

領域 (47-115位) から構成される。CM2はウイルスの増殖に必須で

あり、ウイルスゲノムのパッケージングや脱殻に関与する。CM2は

N 結合型糖鎖の付加、リン酸化及びパルミチン酸化等の翻訳後修飾

を受けることが明らかになっているが、リン酸化のウイルス増殖に

及ぼす影響は明らかになっていない。本研究は CM2のリン酸化が C

型インフルエンザウイルスの増殖過程に及ぼす影響を明らかにする

ことを目的とした。 

 CM2 のリン酸化候補部位を置換した CM2 変異体を作製した。こ

れらのタンパク質の発現はウェスタンブロッティング及びメタボリ

ックラベリングにより解析した。野生型及び CM2変異体のリン酸化

の解析は、[32P]を用いたラベル実験により行った。野生型 CM2また

は変異 CM2発現プラスミド、8種のウイルスタンパク質発現プラス

ミドと GFP-vRNA発現プラスミドを 293T細胞に導入し、ウイルス

様粒子を作製した。ウイルス様粒子中の vRNA 量を、リアルタイム

PCR法を用いて定量した。ウイルス様粒子を HMV-Ⅱ細胞に感染さ

せ、GFPタンパク質の発現を蛍光顕微鏡及びウェスタンブロッティ

ングにより解析した。 

以上の方法により、CM2のリン酸化が C型インフルエンザウイル

スの増殖過程に影響を及ぼすか否かを解析した。 

 




